
工事名： 令和２年度　建　第４号　甲良東小学校エレベーター設置工事

鉄骨製作工場のグレードは、構造特記仕様書を正とし、Ｒグレードとする。

数量明細Ｐ26
防災シャッター既存不適格改修について
既存メーカーご指示ください。

質　問　回　答　書

質問事項 回答

既存のシャッターメーカーは文化シャッターです。

内部仮囲いの仕様が、平面詳細図は、ＬＧＳ+ＰＢ12.5ですが、積算内訳書は、
波板亜鉛板になっております。いずれかご指示ください。（114.115.6/42）

作業時間等の制限があれば、ご指示ください。

積算内訳書に、柱脚絶縁材設置とありますが、発砲スチレンフォーム厚み
20mm程度でよろしいでしょうか。ご指示ください。（10/42）

Ｄ　書架移動は、同じフロアー内と考えてよろしいでしょうか。ご指示ください。
（109）

鉄骨製作工場のグレードが、構造特記仕様書は、Ｒグレード、建築工事特記
仕様書では、Ｍグレードになっております。いずれかご指示ください。
（102.201）

内部仮囲いの仕様は、平面詳細図を正とし、LGS+石膏ボード12.5程度とする。

資材の搬入時間は生徒の登下校時間外とし、また大きな音の発生する作業は
授業時間外とする。詳細時間等については打合せにより決定する。

柱脚絶縁材は、ポリスチレンフォームｔ25程度とする。

凡例Ｄ書架移動は、図書コーナー内での移動とする。



1階土間下断熱材は、仕上表のとおり、ポリスチレンフォームｔ25+防湿フィルムｔ
0.15とする。

外部仕上表では、土間下ポリスチレンフォーム厚25+防湿ポリエチレンフィル
ム厚み0.15となっており、土間配筋詳細図は土間下捨てコンクリート厚み50と
おもわれます。いずれかご指示ください。（104.212）

構造特記仕様書に、鉄骨工事の溶接は、ＡＷ検定有資格者とありますが、有
資格者が少ないため、鉄骨施工業が、限定されます。ＡＷ検定有資格者以外
でもよろしいでしょうか。ご指示ください。（201）

鉄骨溶接について、構造特記仕様書7-8欄は「代替えタブを使用する場合、代
替タブ溶接技量検定付加試験をおこなうこととする。ＡＷ検定の有資格者で係
員の承認を受けた者は、その技量検定付加試験を免除することができる」こと
であるから、代替タブを使用する場合、“代替タブ溶接技量検定付加試験”をお
こなえば、溶接作業従事者は必ずしもＡＷ検定有資格者である必要はない。

特記仕様書3の舗装工事で、カラー舗装に○印がありますが、積算内訳書に
ありません。カラー舗装はなしでよろしいでしょうか。ご指示ください。（103）

特記仕様書、舗装工事欄のカラー舗装はなしとする。

図面Ｎｏ.503　排水桝について
排水桝リストと図面との内容に相違があります。
どちらを正とすれば宜しいでしょうか。

排水設備図において、枡形状は図面を正とする。

特記仕様書3の建具工事で、網戸　合成樹脂製とありますが、建具表にも積算
内訳書にもありません。無しでよろしいでしょうか。ご指示ください。（103.119）

建具工事の網戸について、特記仕様書どおり合成樹脂製網戸を設置するもの
とする。

サッシ撤去部分の天井を取り合い部分Ｗ600程度下地共解体の必要があるよ
うに思われます。また、多目的ホール、倉庫の天井仕上をご指示ください。
（116.117）

サッシ撤去部分において、天井取合い部を下地とも撤去し復旧をおこなうことと
する。また天井仕上は以下のとおりとする。
 多目的ホール既設天井仕上： 石膏ボードｔ9.5AEP仕上
 倉庫既設天井仕上：  化粧石膏ボードｔ9.5

積算内訳書　10、金属工事に、腰水切り　2.5ｍとありますが、アルミ製でしょう
か。また、取付箇所をご指示ください。

積算内訳書、金属工事内の腰水切りはアルミ製とし、3階前室屋根水切り天端
（図117参照）の水切りである。


